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研究代表者の専門分野: 人文学 
科研費の分科・細目：文学・ヨーロッパ語系文学 
キーワード：アメリカ演劇、パフォーマン研究、舞台芸術、アーサー・ミラー、テネシー・ウ

ィリアムズ、リベラリズム、冷戦期以降の演劇 
 
１．研究計画の概要 

アメリカ演劇におけるリベラリズムと民主

主義の概念の形成とその表象を、とくに冷戦

期以降の国家体制が直接・間接的に演劇に与

えた文脈を意識しつつ検証・再検討し、冷戦

を経て20世紀末に顕在化したグローバリゼ

ーションの問題と文化・表象芸術の関わりに

おいて、舞台芸術論および現代アメリカ演劇

史を見直すことにより、その固有の問題と相

互の関り合いを考察し、20世紀の歴史的文脈

の中に位置づけ、今世紀の展開を標榜するた

めの学術的指標を提示する。 
 
２．研究の進捗状況 
本研究は具体的な作品・作家および舞台芸術
環境の検証と、理論的な言説の把握という二
つの視点から、冷戦期以降のアメリカ国家の
政治･経済政策と演劇表象の関係をとらえな
おす作業を行うこととし、4 年間に、（１）「政
治的リベラリズムの演劇：マッカーシイズム
とアメリカニズム」（２）「文化的リベラリズ
ムの芸術家たち：前衛演劇とマイノリティ演
劇」（３）「民主主義と共同体の演劇：グロー
バルとローカル」の個別テーマを立て、1 年
ごとに各テーマを中心に調査・研究を行い、
最終年度に「冷戦期以降のアメリカ演劇：リ
ベラリズムの行方」（いずれも仮題）として冷
戦期以降のアメリカ舞台芸術における意識の
分布図の変化を考察、総括する計画を立てた。 
（１）平成 19（研究初年）度：冷戦と文化統
制、封じ込めの政策と演劇との関係について
の基本文献、具体的な資料となる文献を中心

に、冷戦に関する文献を収集・通読。基礎研
究として、19 世紀以降のアメリカにおいて性
の政治学や権力の力学が資本主義と結びつけ
られて構成・布置される過程およびリベラリ
ズムという概念の形成過程を確認しつつ、現
在のグローバル資本主義下におけるリベラリ
ズムの諸言説を演劇という枠組みにおいて検
証する作業を行った。また、アーサー・ミラ
ー作品を中心に戦後冷戦期の芸術諸領域で促
進されたジェンダー表象を中心に研究。 
（２）平成 20 年度：いわゆる非政治的・美
学的・前衛的とされるアーティストやマイノ
リティ演劇を標榜するアーティスト（ウィリ
アムズ、オルビー、前衛演劇等）の軌跡を辿
り、彼らが推進した美学的側面におけるリベ
ラリズムを検証。 
（３）平成 21 年度：これまでの成果を学会
のシンポジウムで発表し、また 20 世紀パフ
ォーマンスアートの歴史とジェンダー表象を
検証する原稿を執筆した（入稿済）。冷戦終結
後および 2001 年同時多発テロ、イラク戦争
後の演劇およびパフォーマンスを検証する計
画は本年度に補強する予定である。 
 

３．現在までの達成度 
 ②おおむね順調に進展しているが、個別テー
マの研究順序を若干変更した。 

 
４．今後の研究の推進方策 
 上記（３）の個別テーマについては、昨年度
スケジュール的に実地検証（インタヴュー等）
が十分に行えなかったため、本年度に補強す
ることとし、併せて総括することとする。 
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